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論 文 蕃 査 結 果 の 要 旨
本研究は､頗帯血単球由来の多核巨細胞の誘導を培養法で検討した結果､正常成人末梢
血由来の多核巨細胞に比べてFusionlndexが有意に低値であった｡さらにIL･4単独､あ
るいはIL･4+M-CSF,IL14+GM･CSFを用いた培養実験によって､細胞あたりの核数も優
位に低値であった｡これらの研究成果から､新生児の結核菌等に対する易感染性の原因の
ひとつとして､多核巨細胞の形成不全による可能性があることが示唆された｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
